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鉾田市民憲章
● 水と緑ゆたかな自然を誇り、美しい環
境をつくります
● 思いやりを大切にし、助け合いと感謝
のこころを育みます
●健康で働き、活気ある産業を築きます
●教養を深め、高い文化を培います
● きまりを守り、安心して暮らせるまち
をつくります

2012（平成24年） 月号 vol.772
～毎月３日発行～

行政からのお知らせ２まちの話題今
月
の
内
容

行政からのお知らせ１2― 7

■市民税・県民税申告相談のお知らせ
■鉾田市暴力団排除条例を制定しました
■介護保険料納め忘れていませんか
■パブリックコメントを募集しています
■児童虐待防止～尾木ママの愛とロマンの講演会～
■平成24年鉾田市成人式　ほか

 8 ― 9 10― 1 2

■鉾田市消防出初式
■鉾田市新春賀詞交歓会
■日本一のメロン産地を守るため
■小学生、日本の伝統楽器に挑戦！
■ふれあいの輪を広げよう
■カルタで「ふるさと」再発見　ほか

■第5回鉾田市美術展覧会開催
■震災により被害を受けられた方へ
■消費生活センターからのお知らせ
■パパママのための小児救急講座
■「人権・同和問題講演会」開催
■新入学児童に祝金をお贈りします　ほか

輝く未来に

  1 月 8 日、9 日の 2 日間、市内 6 つの小学校体育館を会場に

第 22 回山王杯ミニバスケットボール大会（市教育委員会・市体

育協会主催）が行われました。今大会には男子 8チーム、女子

16チームが市内外から参加、各会場で熱戦が繰り広げられました。

　出場した選手たちに話しを聞くと「バスケで一番大切なのは

チームワークです。強い相手にみんなで力を合わせて勝った時

は最高です。勝つためにはやっぱり練習です」と教えてくれま

した。応援の保護者は「昨日出来なかったことが今日は簡単に

出来たりするので、子どもたちの成長には驚かされます。成長

する姿が応援する私たちの励みです」と嬉しそうに話してくれ

ました。子どもたちの成長過程には、運動能力が飛躍的に伸び

るゴールデンエイジと呼ばれる黄金期があるそうです。この時

期、体内では神経回路が次々と形成されるため、高度な技術も

容易に習得が可能とのこと。大会は日頃の練習の成果を発揮し

た市内のチームが大活躍、男子の部で旭ミニバスケットボール

少年団が優勝、旭西ミニバスケットボール少年団が 3位、女子

の部では大洋ミニバスケットボール少年団が優勝となりました。

輝く未来に
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税税税税税税
平成 24年度

市民税・県民税申告相談のお知らせ
　鉾田市役所税務課市民税係　　　　　☎ 33-2111（内線）1183・1184
　旭市民センター総合窓口グループ　　☎ 37-1111（内線）2110・2112
　大洋市民センター総合窓口グループ　☎ 39-3311（内線）3102・3103

申告期間：２/16（木）　３/15（木） 受付時間：午前 8時 30 分から午後４時まで

地　　区 旭地区 鉾田地区 大洋地区

相談会場 学習等供用施設１階研修室
（旭総合支所敷地内） 鉾田市役所２階大会議室 大洋公民館１階ロビー

相談時間 午前　９時～ 12 時　　　午後　１時～４時 30 分　

2/16 木 大沼・飯田・造谷第一・造谷第二
造谷第三・三和

桜本・七軒町・横町・古宿・新町・旭町
新鉾田・御城・仲須・西町・本橋町
上宿・昭和町・本町

田塚・大蔵・阿玉
17 金

20 月 樅山・滝浜・滝浜新田
柏熊新田・湯坪

飯名・秋山・駒木根・東野・石八戸
南野・額相・大戸・舟木・徳宿本郷
徳宿新田

梶山・吾妻原・二重作
21 火
22 水 常磐第一・常磐第二

勝下・勝下新田・西勝下
紅葉・大川・菅野谷・大和田・藤沼
上冨田・下冨田・鳥栖本郷・鳥栖新田京知釜・飯島・堺釜・下沢23 木

24 金
子生・子生第二・玉田・野田・冷水 高田・串挽上・串挽下・堀の内・野友

半原・西半原 上沢・荒地・組塚・田子沼・高釜
27 月

28 火

全地区（指定日に申告できない方）29 水

3/1 木
2 金

上釜・沢尻・荒地 粟野・借宿・須賀・借宿新田・青柳
郡境・当間・坂戸・寄居・新里

汲上上宿・汲上下宿・椎之内・別所釜
町山・武与釜5 月

6 火
箕輪東・箕輪西・上太田・下太田 塔ヶ崎・西台・安房南・安房北・柏熊

安房高野・靭負・上諏訪
台浜第一 ･台浜第二・台浜西部
青山小角台・濁沢7 水

8 木
田崎・和岡・大神・上鹿田・下鹿田

烟田・玄生・小高根・宮内・安塚・田中
青山・大竹・美原・岡堀米・下荒地
白塚

上幡木・中居・江川・札
9 金

12 月
全地区（指定日に申告できない方）

※３月１５日は、鉾田会場のみとなります。13 火

14 水

15 木

申告会場の混雑緩和を図るために地区指定日を定めています。地区指定日に都合のつかない場合等は、全地区指定日のご来場にご協力ください。

受付時間：午前 8時 30 分から午後４時まで

市民税・県民税申告相談のお知らせ市民税・県民税申告相談のお知らせ市民税・県民税申告相談のお知らせ
申告相談に関するお問い合わせは

　潮来税務署個人課第一部門　　　　　☎ 0299-66-6931（自動音声案内に従ってください）
確定申告、所得税に関するお問い合わせは

【受付時間等のお願い】
① 受付時間の厳守にご協力願います。また、
電話での受付には応じられません。なお、
受付時間開始前に所定の受付簿以外に記
入したものについては、すべて無効とな
りますのでご注意ください。
② 受付時間内に受付された方はその日に申
告相談をお受けしますが、業務終了時に
不在の場合は、翌日以降に再度、受付が
必要となりますのでご注意ください。
③ 申告相談は受付順に行いますが、申告相
談内容によっては多少前後することもあ
りますのでご了承願います。

①印鑑（ゴム印不可）
② 農業・営業・不動産収入がある方は、事前に作成した収支内訳書（用紙は、税務課・市民センター窓口に用意してあります。）
　※内容を確認するため、帳簿、出荷伝票、必要経費の領収書等　※農地の貸付料は、不動産収入となります
　※減価償却資産には、1個または 1組の取得価格が 10 万円以上のものが該当します。
③給与または公的年金等の収入がある方は、源泉徴収票または支払者からの証明書等
④所得控除を受ける場合には次の（イ）から（ホ）それぞれの証明書
　 （イ）社会保険料控除：社会保険料・国民年金保険料等の控除（納付）証明書（ロ）生命保険料・地震保険料
控除：支払先等からの控除（払込）証明書（ハ）医療費控除：病院等の領収書とそれらの支払内訳をまとめ
たもの、保険金  等により補てんされた金額がわかるもの（支払通知書等）（ニ）障害者控除：身体障害者手
帳、療育手帳、認定書等（認定書について：65 歳以上の方で、寝たきり、認知症、身体・知的障害など、障
害者または特別障害者に準ずると認められる方は、障害者控除対象者認定書の交付が受けられます。詳しくは、
市役所介護保険課まで（☎ 33-2111 内線 1577）。（ホ）震災などの雑損控除：被害を受けた住宅等の取得時期、
取得価格  等がわかるもの（施工時の契約書や固定資産税の課税資産の内訳書等）、修繕等を行った明細及び領
収書、り災証明書（程度判定付き）がある場合にはその写し（紛失等の場合には、再取得の必要はありません。）、
地震保険等の保険金により補てんされた金額がわかるもの（支払通知書等）

平成 23年度　「中学生の税についての作文」
鉾田市長賞　石橋  萌永 さん（鉾田南中）　作品名「みんなの税金」
潮来税務署管内納税貯蓄組合連合会長賞　杉本  玲奈 さん（旭中）作品名「税について」

平成 23 年度　「税に関する高校生の作文」
茨城県租税教育推進協議会長賞　鬼澤  ゆか さん（鉾田二高）

作品名「税の公正性とは」

【持参していただくもの】
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鉾
田
市
暴
力
団
排
除
条
例

鉾
田
市
暴
力
団
排
除
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

平
成
24
年
4
月
1
日
施
行

市
役
所　

総
務
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

（
内
線
）
１
２
２
２
・
１
２
２
３

問

　

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
市
民
生
活
や
社
会

経
済
活
動
の
場
か
ら
暴
力
団
を
排
除
し
、
安
全
で
平
穏
な
市
民

生
活
の
確
保
、
健
全
な
社
会
経
済
活
動
の
発
展
を
目
的
と
し
て

「
鉾
田
市
暴
力
団
排
除
条
例
」
が
平
成
23
年
12
月
9
日
に
制
定

さ
れ
、
平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

暴
力
団
の
排
除
は
、
暴
力
団
が
市
民
な
ど
の
生
活
及
び
事
業

活
動
に
不
当
な
影
響
を
与
え
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た

上
で
、「
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
」「
暴
力
団
に
協
力
し
な
い
」「
暴

力
団
を
利
用
し
な
い
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
市
・
市
民
・
事

業
者
等
が
連
携
・
協
力
し
、
暴
力
団
排
除
を
推
進
す
る
こ
と
に

つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

基
本
理
念

市
の
役
割

　

市
は
、
前
記
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
市
民
等
、
茨
城
県

暴
力
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
の
関
係
機
関
な
ど
と
相
互

に
連
携
及
び
協
力
を
し
て
、
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

市
民
等
の
役
割

　

市
民
等
は
、
暴
力
団
員
等
に
よ
る
不
当
な
要
求
に
応
じ
な
い

よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
暴
力
団
に
関
す
る
情
報
を
知
っ
た

際
に
は
、
市
及
び
警
察
そ
の
他
関
係
機
関
に
対
し
て
情
報
を
提

供
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
民
は
、
暴
力
団
の
排
除
の
た
め
の
活
動
に
自

主
的
に
、
相
互
に
連
携
・
協
力
し
て
取
り
組
む
よ
う
努
め
る
こ

と
、
事
業
者
は
、
そ
の
行
う
事
業
に
関
し
て
暴
力
団
と
の
一
切

の
関
係
を
遮
断
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て

い
ま
す
。

「暴力
団を恐

れない
」

「暴力
団に協

力しな
い」

「暴力
団を利

用しな
い」

主な取り組み内容

　市民、事業者の皆さんは次のことに努めましょう。

　市は、暴力団排除に向けて次のことに取り組みます。

警　察

暴力団

これまでの
暴力団対策

VS

社会全体

暴力団

これからの
暴力団対策

VS

市民・事業者・警察

暴
力
団
排
除
条
例　

Ｑ
＆
Ａ

｜
な
ぜ
、
条
例
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？

　
全
国
的
に
、
暴
力
団
に
よ
る
事
件
あ
る
い
は
不
当
要
求
行
為

が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
か
ら
、
市
民
の
安
全
で
平
穏
な
生
活
を

守
り
、
社
会
が
健
全
な
発
展
を
す
る
に
は
、
社
会
全
体
で
暴
力

団
の
排
除
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

｜
暴
力
団
を
排
除
す
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

　
ま
ず
は
、
暴
力
団
が
市
民
生
活
や
企
業
活
動
を
阻
害
す
る
反

社
会
的
な
集
団
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
理
解
し
た
う
え
で
、

条
例
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
」「
暴
力
団

に
協
力
し
な
い
」「
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
」
を
徹
底
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
上
で

・
契
約
書
等
に
お
け
る
暴
力
団
排
除
条
項
の
整
備

・
地
域
住
民
の
一
致
団
結
し
た
意
識
に
よ
る
暴
力
追
放
運
動

・
警
察
へ
の
暴
力
団
に
関
す
る
情
報
の
提
供
　
な
ど

を
積
極
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○ 債権の回収や紛争の解決などに、暴力団の威力を利
用しない。

○ 暴力団の威力を利用する目的で、暴力団員または暴
力団員が指定した者に対し、金品やサービスなどを
提供しない。

○ 暴力団の活動や運営に協力する目的で、暴力団員ま
たは暴力団員が指定した者に対し、金品やサービス
などを提供しない。

○ 暴力団員や暴力団、暴力団員と密接な関係がある者
を、市の公共工事や事務から排除します。

○ 補助金や給付金など、税金が暴力団の資金源となら
ないよう、給付行政においても暴力団を排除します。

○ 市の施設の管理運営を暴力団員と密接な関係がある
者にさせないとともに、市の施設が暴力団の活動に
利用されないようにします。

○ 市民などが、暴力団を排除するための活動に自主的
かつ互いに連携、協力して取り組むことができるよ
う、必要な情報の提供や支援をします。

○ 暴力団を排除する重要性について理解を深めるた
め、啓発活動を行います。
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市
で
は
平
成
19
年
度
に
10
カ
年
を
計
画
期
間
と
し
た
鉾
田
市

総
合
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
内
、
平
成
23
年
度
を
も
っ

て
施
策
の
方
向
を
体
系
的
に
示
し
た
「
前
期
基
本
計
画
」
の
計

画
期
間
が
満
了
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
24
年
度
〜
28
年
度

を
計
画
期
間
と
す
る
「
後
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

◎
募
集
期
限
：
平
成
24
年
2
月
24
日
（
金
）

市
役
所　

企
画
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

（
内
線
）
１
３
０
２

問

１
、鉾
田
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
（
案
）

閲
覧
方
法
　

 
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
企
画
課
、
各
市
民

セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※ 
窓
口
で
の
閲
覧
は
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
と
な
り
ま
す
。

意
見
書
を
提

出
で
き
る
方 　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
市
内
に
勤
務
・

　

通
学
し
て
い
る
方

　

 

市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
個

人
、
団
体

意
見
書
の

提
出
方
法   　

 

意
見
書
様
式
に
、
住
所
、
氏
名
（
法
人
、
団

体
な
ど
の
場
合
は
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表

者
名
）、
電
話
番
号
、
意
見
内
容
を
記
入
し
、

持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
閲
覧
場
所

に
あ
り
ま
す
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
募
集
期
限
必
着
。

※
口
頭
や
電
話
に
よ
る
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

い
た
だ
い
た

意
見
の
取
り

扱
い

○ 

意
見
の
概
要
と
市
の
考
え
方
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
よ
り
一
定
期
間
公
表
し
ま
す
。
な
お
、

ご
意
見
に
対
し
、
個
別
に
は
回
答
い
た
し
か

ね
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

○ 

意
見
の
募
集
は
、
具
体
的
な
ご
意
見
を
お
聞

き
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
た
め
、
単

に
案
に
対
す
る
賛
否
だ
け
を
記
載
し
た
も
の

や
趣
旨
の
不
明
瞭
な
も
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、

市
の
考
え
方
を
示
さ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○ 

意
見
は
、
計
画
策
定
の
参
考
資
料
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

2つの
基本計画（案）
について

2つの
基本計画（案）
についてについて

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
）
を
　

　
　
　
　
　
　   

募
集
し
て
い
ま
す

２
、（
仮
称
）
鉾
田
市
文
化
複
合
施
設
建
設
基
本
計
画
（
案
）

　

文
化
複
合
施
設
の
設
計
、運
営
を
検
討
し
て
い
く
に
あ
た
り
、

基
本
的
な
事
項
を
定
め
た
建
設
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

◎
募
集
期
限
：
平
成
24
年
2
月
24
日
（
金
）

【
１
、２
共
通
事
項
】

介
護
保
険
料
、

　

納
め
忘
れ
て

　
　

い
ま
せ
ん
か
？

市
役
所　

介
護
保
険
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
５
７
６
・
１
５
７
７

　

介
護
保
険
制
度
は
、
現
役
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
が
納
め
る
介
護
保
険
料
が
財
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
制
度
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
介
護
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

介
護
保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
滞
納
期
間
に
応
じ
て
次
の

よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
納
付
期
限
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

■
１
年
以
上
滞
納
す
る
と
・
・
・

■
１
年
６
ヵ
月
以
上
滞
納
す
る
と
・
・
・

■
２
年
以
上
滞
納
す
る
と
・
・
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
に
、
い
っ
た
ん
費
用

の
全
額
が
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。（
申
請
に
よ
り
、

あ
と
か
ら
９
割
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。）

保
険
給
付
の
一
部
、
ま
た
は
全
部
が
一
時
的
に
差
し
止

め
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
滞
納
が
続
く
と
、
滞
納
し
て

い
た
保
険
料
と
相
殺
さ
れ
ま
す
。

一
定
期
間
、
９
割
分
の
保
険
給
付
が
７
割
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
支
給
も
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

※ 

災
害
な
ど
特
別
な
事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
介

護
保
険
課
の
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
 

高
尿
酸
血
症
防
ぐ
生
活
習
慣

 

元
気
で
生
活
す
る

　

足
の
親
指
の
つ
け
根
に
激
痛
が
起
こ
る
「
痛
風
」
と
い
う
病

気
が
あ
り
ま
す
。
痛
風
は
尿
酸
が
体
内
に
た
ま
り
続
け
る
と
起

こ
る
病
気
で
、
尿
酸
が
体
内
に
多
く
た
ま
っ
た
状
態
（
血
清
中

7
㎎
／
㎗
を
超
え
る
）
が
高
尿
酸
血
症
。
つ
ま
り
、
高
尿
酸
血

症
は
痛
風
予
備
群
と
い
え
る
の
で
す
。

　

痛
風
患
者
は
95
％
以
上
が
男
性
で
、
30
〜
50
歳
代
に
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
痛
風
に
な
る
と
、
関
節
が
痛
む
関
節
炎
や
尿
酸
結

晶
が
コ
ブ
の
よ
う
に
な
る
痛
風
結
節
を
起
こ
し
、
さ
ら
に
腎
障

害
や
尿
路
結
石
な
ど
を
併
発
す
る
こ
と
も
。
ま
た
、
高
尿
酸
血

症
は
食
生
活
や
ア
ル
コ
ー
ル
と
の
関
連
が
深
い
の
で
、
肥
満
、

高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
、
脂
肪
肝
、
動
脈
硬
化
な
ど

多
く
の
生
活
習
慣
病
を
合
併
す
る
お
そ
れ
も
あ
る
の
で
す
。

健康寿
命を延ば

す！

● 

肥
満
の
人
は
体
重
を
標
準
値
に
近
づ
け
よ
う
。

　

（
標
準
値
＝
身
長
（
ｍ
）
×
身
長
（
ｍ
）
×
22
）

● 

食
べ
す
ぎ
は
避
け
、
摂
取
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
適
正
に

し
よ
う
。

● 

ア
ル
コ
ー
ル
類
は
適
量
を
心
が
け
て
。
と
く
に
プ
リ
ン
体

の
多
い
ビ
ー
ル
に
注
意
！

● 

偏
食
を
避
け
、
で
き
る
だ
け
多
品
目
の
食
品
を
少
し
ず
つ

食
べ
よ
う
。
よ
く
噛
み
、ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
食
べ
る
。

● 

尿
の
量
を
増
や
す
こ
と
が
大
事
。
1
日
2
ℓ
を
め
ざ
し
、

糖
分
の
入
っ
て
い
な
い
飲
み
物
を
多
め
に
と
ろ
う
。

● 

肥
満
解
消
・
予
防
の
た
め
に
、
運
動
を
習
慣
に
。
た
だ
し

過
度
の
運
動
は
避
け
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運

動
を
。

● 

自
分
な
り
の
方
法
で
ス
ト
レ
ス
解
消
を
心
が
け
、
睡
眠
や

休
養
も
し
っ
か
り
と
ろ
う
。

危
険
因
子
を
取
り
除
く
方
法

　

高
尿
酸
血
症
は
、と
く
に
食
生
活
と
の
関
わ
り
が
深
い
の
で
、

食
生
活
の
改
善
を
！　

ま
た
、
食
べ
す
ぎ
、
運
動
不
足
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
、
肥
満
を
招
き
や
す
い
因
子
も
減
ら
す
よ
う
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

高
尿
酸
血
症
は
痛
風
予
備
群

　たばこそのものが尿酸値を上げるわけでは

ありませんが、たばこは高血圧や糖尿病の引

き金になり、心臓病や脳卒中を引き起こすな

ど生活習慣病の危険を高めます。また、がん

や肺疾患、骨粗しょう症など全身に害を及ぼ

すことがわかっています。一服することで気

持ちは落ち着いたような気がしても、有害物

質が体にたまることで肉体的ストレスは増え

るばかり。尿酸値が高めといわれたら、スッ

パリ禁煙することをおすすめします。

市
役
所　

保
険
年
金
課

　

☎
３
３
〜
２
１
１
１
（
内
線
）
１
１
２
３

市
役
所　

健
康
増
進
課

　

☎
３
３
〜
３
６
９
１
（
直
通
）

問

 

！

食
べ
す
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
、
肥
満
に
注
意
！

高尿酸血症の

危険因子はコレ！

●食べすぎ

●高プリン体食品
のとりすぎ

●アルコールのと
りすぎ

●肥満

●激しい運動

●ストレス

●遺伝
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ち
ょ
っ
と
し
た
「
目
く
ば
り
」「
気
く
ば
り
」
で
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
救
え
ま
す

児
童
虐
待
防
止　

〜
誰
も
が
や
れ
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

市
役
所　

子
ど
も
家
庭
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

 （
内
線
）
１
５
７
２
・
１
５
７
９

問

児
童
虐
待
の
定
義
は
・・・

児
童
虐
待
と
は
、

身
体
的
虐
待
　

 

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
激
し

く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、

溺
れ
さ
せ
る  

な
ど

性
的
虐
待
　

 

性
的
行
為
の
強
要
、
性
器
や
性
交
を

見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写

体
に
す
る  

な
ど

ネ
グ
レ
ス
ト

　

 

家
に
閉
じ
こ
め
る
、
食
事
を
与
え
な

い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動
車

の
中
に
放
置
す
る
、
保
護
者
以
外
の

同
居
人
に
よ
る
虐
待
を
放
置
す
る
こ

と  

な
ど

心
理
的
虐
待
　

 

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
兄
弟
間

で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の

前
で
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
を
行
う
こ
と  

な
ど

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

　
「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
」
を
見
つ
け
た
と

き
に
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
救
う
た
め
の

行
動
を
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
あ
な
た
」
か
ら
の
連
絡
が
、
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る

た
め
の
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

● 

連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
連
絡

者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

● 

連
絡
に
よ
り
、
虐
待
を
行
っ
た
保
護
者
へ
の
支
援
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　
「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
」
を
見
つ
け
た
と
き

や
、
ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
に
は
、
児
童

相
談
所
や
市
役
所
子
ど
も
家
庭
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
〜
０
６
４
〜
０
０
０

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
や
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
サ
イ
ン
を
見
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

●
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
あ
と

●
着
衣
や
髪
の
毛
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る

●
表
情
が
乏
し
い

●
お
ど
お
ど
し
て
い
る

●
落
ち
着
き
が
な
く
、
乱
暴
に
な
る

●
親
を
避
け
よ
う
と
す
る

●
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
遊
ん
で
い
る

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
５
か
条

「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡
（
通
告
し
て
く
だ
さ
い
）

「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」は
言
い
訳（
子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
判
断
し
ま
し
ょ
う
）

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い（
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
か
ら
即
実
行
し
ま
し
ょ
う
）

親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場（
子
ど
も
の
命
を
最
優
先
し
ま
し
ょ
う
）

虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り
う
る
（
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

12345

児童虐待防止講演会を
開催します

　テレビ番組などで「尾木ママ」の愛称で

親しまれている教育評論家の尾木直樹さん

を講師に迎え「虐待のない子育て」をテー

マに講演会を開催します。

　　　　　　入場整理券を 2月 6日（月）　

　　　　　　　  13：00から鉾田市福祉事

　　　　　　　　　  務所 子ども家庭課で

　　　　　　　　　　1名につき 2枚まで入

　　　　　　　　　　 場 整 理 券 を 配 布 し

　　　　　　　　　 　ます。

　　　　　　　　　　 ※観覧対象は、鉾田

　　　　　　　　　　　市に在住・在勤の

　　　　　　　　　　　 方に限らせていた

　　　　　　　　　　　　だきます。

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　講演会当日は、駐車場の混

　　　　　　 雑が予想されます。お車で来

　　　　　　  場の際は、なるべく乗り合わ

　　　　　　　せでのご来場をお願い申し

　　　　　　  上げます。

　　　　　　　  また、ご来場の際は入場整

　　　　　　　　 理券を忘れずにお持ちく

　　　　　　　　　ださい。

！
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平成 24年　鉾田市成人式平成 24年　鉾田市成人式

20th  anniversary

“広報ほこた” では会場に特設スタジオを設置。

「2
ハタチ
0 歳を迎えて、一言」と題し、夢や希望、感謝

の言葉など 20 歳の思いを書いてもらいました。

　「成人の日」を前にした 1月 8 日、旭中体育館で平成 24 年鉾田
市成人式典が行われました。今年の対象者は 548 人、式典には 417
人が出席。会場では久しぶりの再会に歓声とともに感激の涙を流す
姿も見られました。式の中では、鬼沢保平市長の式辞を始めとし来
賓の方々からたくさんのエールが送られました。また、新成人を代
表し壇上に立った桜井智さんは「成人の自覚を持って、人を支えて
生きていけるような人になりたい」と力強く述べてくれました。

新
成
人
の
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新 成 人、 そ れ ぞ れ の 思 い を 聞 き ま し た。  
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新
成
人
の
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新 成 人、 そ れ ぞ れ の 思 い を 聞 き ま し た。  

ー
成
人
式
は
ど
う
で
し
た
か
？

　

式
典
に
よ
っ
て
、
自
分
の
気
持
ち
が
高
ま
り
成
人
し
た
こ

と
の
実
感
が
湧
き
ま
し
た
。

ー
今
、
思
う
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

地
震
の
後
、
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
市
の
社
会
福
祉

協
議
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
被
災
し

た
方
の
家
の
片
づ
け
を
手
伝
い
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
、
こ
れ
か
ら
大
人
と
し
て

生
き
て
い
く
上
で
、
社
会
や
人
の
役
に
立
て
る
よ
う
な
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

看
護
師
の
資
格
を
取
得
し
、

い
い
看
護
師
に

な
れ
る
よ
う

一
瞬
一
瞬
を

大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

成
人
の
抱
負
を
述
べ
た
、
桜
井  

智 

さ
ん

ー
成
人
式
は
ど
う
で
し
た
か
？

　

一
生
に
一
度
の
成
人
式
で
進
行
役
を
務
め
た
こ
と
は
自
分

に
と
っ
て
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
生
き
て
い

く
う
え
で
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
昨
年
は
東
日

本
大
震
災
が
あ
り
ま
し
た
が
、
成
人
式
で
同
窓
生
と
笑
顔
で

再
会
で
き
た
の
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

家
族
や
友
達
と
の
絆
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

ー
今
、
思
う
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

こ
れ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
感
謝
を
込
め

て
親
孝
行
を
し
た
い
の
が
ま
ず
第
一
で
す
。

そ
れ
と
、
や
っ
ぱ
り
自
立
し
た
い
で

す
ね
。
い
い
大
人
と
し

て
人
の
お
手
本
に

な
れ
る
よ
う
が

ん
ば
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

進
行
を
務
め
た
、
原 

智
恵
美 

さ
ん
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Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

まちの
話題

小
学
校
で

　
　
防
災
訓
練

　1 月 19 日旭北小、24 日旭南
小、26 日旭東小で、防災訓練が
行われました。訓練では、地震
により火災発生との想定。児童
たちは先生の指示により校庭に

避難。その後、地元消防団による放水訓練が行われま
した。当日は消火器による消火訓練も行われ、消防署
員の手ほどきを受けながら炎の消火を体験しました。

旭北小

　プロ野球巨人軍で昨年は開
幕投手も務めた、東野峻投手

（鉾田大使）の後援会総会と激
励会が 12 月 29 日、市内のホ
テルで行われました。会場に駆

け付けた東野投手は、新たなシーズンに向けての決意
を力強く述べてくれました。その後、東野投手との記
念撮影などが行われ交流を深めました。

が
ん
ば
れ
！

東
野
投
手

　1 月 20 日、大洋公民館で東京
医科大学の市

い ち き

来真
まさひこ

彦准教授を講
師に迎え「こころのケア『笑い』
の効用」と題し講演が行われま
した。市来准教授は「病気など

があっても元気の割合が高ければ " 健康度 " が高くなる、
元気を高めるには『笑い』も大切、『笑い』には自己治
癒力を高める作用もあります」と教えてくれました。

心
の
健
康
づ
く
り

　
　    

講
演
会

　旭東小（児童数 234 名）と旭
南小（児童数 140 名）で使って
いる机の天板が新しくなりまし
た。この天板は森林湖沼環境税
を活用した「いばらき木づかい

環境整備事業」で整備、茨城県産の木材を使用し作ら
れています。「きれいになりきもちがいいです」「使い
やすくなりました」と児童たち、笑顔があふれました。

木
の
温
も
り
に

つ
つ
ま
れ
て旭東小

今年の飛躍を誓う

　1 月 8 日、市内のホテルで鉾田市賀詞交歓会が開催され、国会議
員、県議会議員、副知事、市内各界の代表者など約 250 人が出席し、
震災からの復興と飛躍を誓い合いました。発起人を代表し挨拶した
鬼沢保平市長は「住民生活の安心・安全を確保するとともに、市のさ
らなる発展へ向け市民の皆さんの協力を得ながら、協働のまちづくり
をすすめていいきたい」などと抱負を述べ、市勢発展を祈念しました。
　会場には、市のブランドアップ事業が第 3 回フード・アクション・ニッ
ポン アワード 2011 で受賞した優秀賞の表彰状とともに、昨年の 10 月
29 日に国立競技場で行われた 2011 Ｊリーグヤマザキナビスコカップ
の決勝で、激闘を制し鹿島アントラーズが手にした優勝杯が展示され、
新年の門出に花を添えました。

消防人としての
高い誇りを胸に

～鉾田市消防出初式～

　1 月 7 日、新春恒例の鉾田市消防出初式が挙行されました。当日は旭・
鉾田・大洋のそれぞれの支団ごとに集まり消防ポンプ車などの機械器具
点検を実施。その後、消防団員は消防署員とともに旭中体育館で式典に
臨みました。式典で鬼沢保平市長は、昨年の 3 月 11 日に発生した東日
本大震災において活躍した消防団員や消防署員を称えるとともに感謝の
言葉を伝え、これからの地域防災への協力と消防人としての更なる鍛練
を呼びかけ団員の士気を鼓舞、一年の無事を祈りました。また式典では、
東日本大震災時の消防活動などに対し総務大臣から授与された表彰が
鉾田市消防団に伝達されたほか、消防団の永年勤続功労章を授与する表
彰の伝達などが行われました。また、団員らは二重作惣司団長の訓示に
より、消防防災と安全安心なまちづくりに向け決意を新たにしました。

～鉾田市
新春賀詞交歓会～
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ふれあいの輪をひろげよう
　12 月 23 日、市社会福祉協議会で「障害者ふれあい事業」が開催され、餅

つきなどのレクリエーションが行われました。参加者が色とりどりの絵の具

で自分の手形を押し、「毎日笑顔で頑張ろう！」「健康第一」などと抱負を書

き入れた色紙を一つひとつ壁に展示、芸術的な趣が広がりました。みんなで

ついたお餅は雑煮としてテーブルに並べられ、楽しい食事会となりました。

　1 月 8 日、鉾田総合公園で第 6
回鉾田市体育協会長杯サッカー大
会（市体育協会主催）が開催され、
市内外から 12 チームが参加し、
熱戦が繰り広げられました。
　市内のチームでは、FC ドルフィ
ン大洋少年団が 3 位と健闘しま
した。

クリスマスに親子で音楽を楽しむ

SPORT

　1 月 7 日、鉾田中央公民館で鉾田カルタ大会（ほこたカルタを普及す
る会主催）が行われました。このカルタ大会は、子どもたちにふるさと

の良さや歴史を再発見し、ふるさ
とを愛する心を育んでもらおうと
作成した「鉾田ふるさとカルタ」
を使った大会。鉾田の自然や歴
史、名所旧跡などが書かれた絵札
に、子どもたちは夢中になってカ
ルタ取りを楽しみました。参加者
は「家でもこのカルタで遊んでい
るので、今日は自信がありました」

「難しかったけど楽しかったです」
と話してくれました。

日本一のメロン産地を守るため

カルタで「ふるさと」再発見！

鉾田市体育協会長杯サッカー大会
第６回

小学生、日本伝統の楽器に挑戦！
　1 月 17 日、青柳小の 6 年生 16 名が尺八や琴の演奏に挑戦しました。
子どもたちは伊能忠雄校長が塩ビパイプを利用して作った尺八で練
習を重ね、この日成果を披露。その後、琴を照山恵子さん、尺八を
校長先生が担当し「六段の調べ」と「春の海」の合奏が行われました。
伝統の響きを間近に体験した子どもたちは琴の演奏に興味津津、順
番に音を奏でました。終了後「尺八は難しかったけど音が出た時は
うれしかったです」「琴は曲を演奏するには奥が深いと思いました」
などと感想を話してくれました。

　1 月 18 日、鉾田農業高校でメロン接ぎ木苗生産技術講習会の閉講
式と苗の引き渡し式が行われました。この講習会には、市内の農業
後継者 30 人と同校の高校生 12 人が参加しました。閉講式では今年
の接ぎ木苗の生育状況などの報告があり、約 90％が順調に生育した
とのこと。参加した高校 3 年の生徒に感想を聞くと「私の家はメロ
ン農家なので、将来は後を継ぎたいと思っています。今回の講習会
はその時のためにもいい勉強になりました」と話してくれました。

トマト、銘柄産地指定更新
　ＪＡ茨城旭村トマト部会の夏秋トマトが、県の青果物銘柄産地
指定の更新を受け、12 月 19 日、同トマト部会生産者大会で銘柄産
地指定証が部会長に手渡されました。同トマト部会は、栽培面積
82.2ha、栽培戸数 189 戸で販売額 14 億 1,945 万円（平成 23 年実績）
を誇っています。指定は平成 26 年 12 月まで継続。

　12 月 25 日、大洋公民館大ホールで親子で楽しむクリスマスコンサー

ト（青少年育成鉾田市民会議主催）が開催されました。コンサートで

は、ヴァイオリン・ヴィオラ・チェロによる「四季」の演奏や、ソプ

ラノ歌手による「アヴェマリア」の歌唱のほか、ダンサーが独特の世

界観を表現したダンスパフォーマンスなどが行われ観客を魅了しまし

た。また、アニメソングやクリスマスソングは客席の親子も一緒になっ

て歌や踊りに参加、みんなで楽しみました。

親子で挑戦、クリスマスケーキづくり
　12 月 23 日、鉾田保健センターなど 3 箇所で「親子ケーキづくり
教室」（公民館親子体験事業）が開催されました。集まった親子は、
三角巾とエプロンを身に着けて、早速チョコロールケーキづくりに
挑戦。子どもたちは慣れない手つきながらも、お母さんの手ほどき
を受けながら、生地を焼き上げ生クリームでデコレーション、イチ
ゴやブルーベリーを飾りつけると見事なケーキが完成。教室内には
たくさんの笑顔があふれました。
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茨城県の特定最低賃金改正　　
　　　　　　　　　のお知らせ
茨城労働局 労働基準部 賃金室　☎ 029-224-6216問

～必ずチェック最低賃金！使用者も労働者も～
　特定の産業に従事する労働者とその使用者
に適用される最低賃金が、下記一覧表のとお
り改正決定されました。
　使用者と労働者が合意し「特定最低賃金額」
未満の賃金で労働契約を結んでも、その賃金
は無効とされ「特定最低賃金」が適用されます。
　なお、次の（１）から（３）に掲げる者等に
ついては特定最低賃金の適用が除外され、茨城
県最低賃金（時間額692円）が適用されます。
（１）18歳未満又は65歳以上の者
（２）雇入れ後6月未満の者であって、技能習得中の者
（３）清掃、片付けの業務に主として従事する者

茨城県の特定最低賃金
件　　名 時間額

鉄鋼業 799 円

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用
機械器具製造業 783 円

計量器・測定器・分析機器・試験機・理化
学機械器具・医療用機械器具・医療用品、
光学機械器具・レンズ、電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械器具、情報通信機械器
具、時計・同部分品製造業

776 円

各種商品小売業 750 円

効力発生日：平成23年12月31日

『いばらき女性特派員』募集！
    問     県広報広聴課　☎ 029-301-2168

応募締切　2/27（月）
※当日消印・送信有効

　県では、女性の視点を取り入れ、県民参加
の開かれた広報活動を推進するため、「いば
らき女性特派員」を募集します。特派員の方
には、県広報紙「ひばり」に掲載する原稿を
作成していただきます。
活動内容
　（1）県の主要事業や施設等を取材し、その
　　　結果を広報紙で発表
　（2）会議等に出席
任　　期
　　　H24.4 月～ H25.3 月（1年間）
募集人員
　　　4人
応募資格
　（1）県内に在住のH24.4.1 現在
　　　で満 20 歳以上の女性
　（2）公務員や議会の議員でない方
　（3）取材先の要望する日時に応じ
　　　て取材できる方（平日の日中が主）
　（4）自分で取材先に移動できる方
　　　（県内全域が取材範囲）
謝  礼  等
　　　年間謝礼：12 万円
応募方法
　（1）県庁、各県民センターに備えてある「平
　　　成24年度いばらき女性特派員応募用紙」
　　　に所定事項を記入し、「女性特派員に応募
　　　する理由」と「地域の話題」をそれぞれ
　　　400字程度にまとめたものを添付して、
　　　郵送または FAX で広報広聴課宛てに送
　　　付してください。
　（2）県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ（http://www.pref.ibaraki.jp/）
　　　の「平成 24 年度いばらき女性特派員募
　　　集案内」から様式をダウンロードし、
　　　Eメールでの送信も可能です。
応  募  先　
　　　茨城県知事公室広報広聴課　県民広報担当
　　　〒 310-8555　水戸市笠原町 978 番 6
　　　FAX = 029-301-2168
　　　E-mail = koho3@pref.ibaraki.lg.jp
選考方法
　　　1次選考（書類審査）、2次選考（面接）

シルバーリハビリ体操指導士
　  3 級養成講習会 受講者募集
   問     茨城県立健康プラザ 介護予防推進部　☎ 029-243-4217

申込締切　2/22（水）
　「シルバーリハビリ体操」は、介護予防の
ための体操でどのような姿勢でもでき、いつ
でも、どこでも、一人でできる体操です。
申込資格　次のすべての要件を満たす方
　①県民で、60 歳以上の常勤の職に就いてい
　　ない方（50 歳以上の方も申込可、但し 60
　　歳以上の方優先）
　②認定後に地域活動を行うことができる方
　③講習会の全日程に参加できる方
日　　程
コース名 開催日（各コース 8日間）
94 4/5、9、12、16、19、23、26、5/7
95 4/6、10、13、17、20、24、27、5/1
96 5/14、21、24、28、31、6/4、7、11
97 5/18、22、25、29、6/1、5、8、12
98 6/18、25、28、7/2、5、9、12、19
99 6/26、29、7/3、6、10、13，17、20

場　　所　茨城県立健康プラザ（水戸市笠原町）
内　　容　講義、実技
受  講  料　無料（交通費、昼食代は各自負担）
申込方法　往復はがきの往信の文面に①～⑥
　　　　　を記入して下記へお送りください。
　　　　　①住所・郵便番号
　　　　　②氏名・ふりがな　③性別
　　　　　④生年月日・H24.4.1 時点の年齢
　　　　　⑤電話番号
　　　　　⑥受講できるコース名すべて
　　　　　※返信の宛名面に、申込者の住所
　　　　　と氏名を記入してください。
郵  送  先　〒 310-0852　水戸市笠原町 993-2
　　　　　茨城県立健康プラザ　介護予防推進部

震災により被害を受けられた方へ
　　　　  　県 ・ 市からのお知らせ
　県税務課　　　　☎ 029-301-2414
　市役所税務課　　☎ 33-2111（内線 1183・1184）

問

　大震災により被害を受けられた方は、地方税
の軽減措置等を受けられます。軽減措置等を受
けるためには、手続きが必要となる場合もあり
ますので、詳細については、県税務課または市
税務課にお問い合わせください。

税制上の措置 概　　要

県

税
不動産取得税
の軽減措置

･耕作等が困難となった農用地
   に代わる農用地を取得した場
   合、不動産取得税の軽減を受
   けることができます。
・警戒区域内にあった農用地に
  代わる農用地を取得した場合、
  不動産取得税の軽減を受ける
  ことができます。

市

税
個人住民税の
軽減措置

住宅・家財・自家用車などに
損害を受けた方は、雑損控除
の適用を受けることにより個
人住民税の軽減を受けること
ができます。

震災により被害を受けられた方へ
　　　　  税務署からのお知らせ
潮来税務署　☎ 0299-66-6931問

　平成23年12月に、「東日本大震災の被災者
等に係る国税関係法律の臨時特例に関する法
律の一部を改正する法律」などが施行され、
所得税などの国税に関して、東日本大震災に
より被害を受けられた方や復興推進に向けた
取組を対象として、新たな税制上の措置が追
加されています。
　平成23年4月に施行された「東日本大震災の
被災者等に係る国税関係法律の臨時特例に関す
る法律」で創設された税制上の措置と合わせて、
東日本大震災により被害を受けられた方等は、
所得税などの軽減・免除を受けることができ、
確定申告などの手続を行うことにより、税金の
還付を受けることができます。
　詳しくは、最寄りの税務署にお問い合わせい
ただくか、これらの措置についてのパンフレッ
ト等が国税庁ホームページ（http://www.nta.
go.jp）に掲載されていますのでご覧ください。

『第 5回鉾田市美術展覧会』開催
    問     鉾田市美術展覧会運営委員会事務局　☎ 37-4342
　　　（市教育委員会 生涯学習課内）

会　　期
　3/7（水）～ 3/11（日）　　　　　
場　　所
　鉾田中央公民館
　鉾田市立図書館
募集作品
　絵画、書、写真、工芸美術
応募方法
　詳しくは鉾田市美術展覧会運営委員会事務
局へお問い合わせください。

女性セミナーのお知らせ
    問       鉾田保健センター　☎ 33-3691

申込期間　2/6（月）～
　女性が抱える尿漏れや便秘は、なかなか相
談できず一人で悩んでいる方も多いと思いま
す。そんな悩みを解消し、「体」・「頭」・「心」
もスッキリして人生を楽しみましょう。
日　　時　
　2/28（火）　受付 13:00 ～ 13:30
場　　所
　鉾田保健センター　2階　体力増進室
テ  ー  マ　
　『これでスッキリ !　排泄の悩み』
　～セルフケアで毎日を快適に～
　指導者　日本コンチネンス協会
　　　　　朝子ひろ子　先生
定　　員　
　50 名（定員になり次第終了）
申込方法　
　電話にてお申込みください。

　

「鉾田市人権啓発ポスタ―展」開催
    問     市教育委員会 生涯学習課　☎ 37-4342

～考えよう　あなたの人権　わたしの人権～
　鉾田市では、市民一人ひとりが自分自身の
課題として人権について正しく理解し、人権
意識を高めていく事を目的に児童・生徒のポ
スター展を実施します。
日　時　2/24 （金）～ 3/2（金）
場　所　大洋公民館　ロビー等

H22 年度県優秀賞作品

第７回市民舞踊まつり参加者募集
問     事務局（藤崎）　☎ 32-3513

申込締切　2/20（月）
日　　時　3/11（日）　開演 9:30
場　　所　大洋公民館　大集会室
内　　容　舞踊・民舞・吟舞など
参加資格　市内に在住・在勤
参  加  費　1人 1,000 円
申込方法　各市立公民館窓口に置いてある申
　　　　　込書に必要事項を記入の上、お申
　　　　　込みください。詳しくは、電話で
　　　　　お問合せください。
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特設人権相談所の開設について
市福祉事務所社会福祉課　☎ 33-2111（内線 1565）問

日時・場所
　2/17（金）9:30 ～
　　大洋公民館
内　容
　差別問題、家庭内の問題
　金銭賃借借地借家、近隣間
　のもめごと等の相談
※相談無料・予約不要ですので、
　お気軽にご利用願います。

消費生活センターからのお知らせ
市消費生活センター（鉾田保健センター内）
☎ 33-2992　平日 9:00 ～ 16:30（12:00 ～ 13:00 除く）

問

　最近若者を狙った悪質商法での被害が多発
しています。勧誘されてもいらないものは、
きっぱり断りましょう。
　インターネットトラブル等、「もしや・・・」
と思ったら、すぐに消費生活センターに相談
してください。

売却
区分 物件の所在 登記

地目
地積
（㎡）

見積
価額

公　売
保証金

23-99

串挽字源蔵地
1290 番 2 山林 11,813

4,520,000 460,000
串挽字源蔵地
1291 番 山林 4,516

23-100

串挽字六十塚
1854 番 42 山林 2,534

3,200,000 320,000串挽字六十塚
1854 番 44 山林 8,510

串挽字六十塚
1854 番 45 山林 1,816

23-101 串挽字六十塚1854 番 46 山林 1,110 270,000 30,000

　茨城租税債権管理機構では、一般の方も参
加できる入札により、不動産を公売します。
　詳細は茨城租税債権管理機構のホームペー
ジ【http://www.ibaraki.-sozei.jp/】のインター
ネット公売にて、ご確認ください。
　なお、入札参加申し込みは Yahoo ！オー
クション内の茨城租税債権管理機構インター
ネット公売【http://koubai.auctions.yahoo.
co.jp/ibaraki_sozei/】にて、平成 24 年 2 月
13 日午後 1 時より手続き開始となりますの
で、ご確認ください。

○公売参加申込期間
　2/13（月）13:00　～　2/24（金）23:00
○入札時期
　3/2（金）13:00　～　3/9（金）13:00
○公売の場所
　ヤフー株式会社が提供するインターネット
　公売システム上

※中止になる場合があります。

不動産公売に参加しませんか
茨城租税債権管理機構　　☎ 029-225-1221問

農業ヘルパー募集！
　農業ヘルパーとは、収穫期など農家の方が人手の欲しいときに、農家
の方の補助として働く臨時（常時）雇用労働者のことです。農業ヘルパー
に登録して働きたい方を募集します。登録方法や詳細については下記担
当へのご連絡、または下記のＪＡ茨城旭村HPをご覧ください。

お問合わせ先　茨城旭村農業協同組合   営農情報支援センター内   特販課
〒 311-1415　  鉾田市造谷 1377-1　☎／ fax　37-1661 ／ 37-1663（担当：村上）
HP=http://www.ja-ibarakiasahi.or.jp　【受付時間】土 , 日 , 祝日を除く 8:30 ～ 17:00

　植木剪定で出た枝葉を破砕機でチップ化し、水と酸素を供給しなが

ら、1 年かけて発酵させた熟成たい肥です。1 ㎡あたり、本品 1 袋を

土に混ぜてください。土が柔らかくなり根の張りが良くなります。

　尚、在庫がない場合もありますので、購入の際は、事前にお問合わ

せください。鹿島灘海浜公園でも販売しています。

連絡先　（社）鉾田市シルバー人材センター　鉾田市当間 1989　☎ 32-4448

１袋　２００円（10キロ 20 ℓ入）

枝葉熟成たい肥　好評発売中

　鉾田市水道部では、水道水における放射能
濃度の測定を毎月 2回実施しています。
　12 月及び 1月（1回目）に実施しました測
定の結果、鉾田市の水道水から放射性物質は
検出されておりません。

単位：Bq（ﾍﾞｸﾚﾙ）/kg（ｷﾛｸﾞﾗﾑ）

●検査機関：株式会社江東微生物研究所
●測定値が検出下限値未満の場合は「検出さ
　れず」となります。
●原子力安全委員会が定めた飲食物摂取制限
　に関する指標値
・放射性ヨウ素：300Bq/kg ※
　※食品衛生法に基づく乳児の飲用に関する
　　暫定規制値：100Bq/kg
・放射性セシウム：200Bq/kg

水道水における放射能濃度の
　　　　　　測定結果について
（12月及び 1月（1回目）測定分）
鉾田水道事務所　☎ 32-6262問

採取日 取水場所

測定結果

検　出
下限値

放射性
ヨウ素 放射性セシウム

Ⅰ - 131 Cs -134 Cs -137

1/5

旭浄水場 検出されず 検出されず 検出されず

10Bq/kg西台浄水場 検出されず 検出されず 検出されず

大洋配水場 検出されず 検出されず 検出されず

12/19

旭浄水場 検出されず 検出されず 検出されず

10Bq/kg西台浄水場 検出されず 検出されず 検出されず

大洋配水場 検出されず 検出されず 検出されず

12/5

旭浄水場 検出されず 検出されず 検出されず

10Bq/kg西台浄水場 検出されず 検出されず 検出されず

大洋配水場 検出されず 検出されず 検出されず

農業委員会からのお知らせ
市農業委員会事務局　☎ 33-2111（内線 1251・1252）問

相談日　2/9（木）
　○ふる里見聞館(大洋総合支所敷地内)　9:00 ～ 12:00
　○旭総合支所　　　　　　　13:00 ～ 16:00
内　容　農業委員会に関する各種申請書の受付と審査
　※2月定例総会　2/24（金）

日　時　2/19（日）10:00 ～
場　所　レイクエコー　
　　　　行方市宇崎 1389
入場料　無　料　

『はつらつ文化交流発表会』
　　　　　　　   開催のお知らせ
  鹿行地域高齢者はつらつ百人委員会　文化部
  ☎ 0299-83-0037

問

２月は省エネルギー月間です！
関東電気保安協会　http://www.kdh.or.jp/問

　若年者や離職者等の求職者を対象とした
「元気いばらき就職面接会」を開催します。
企業の人事担当者と直接お会いできるチャン
スです。履歴書は複数お持ちください。
期日及び場所
　2/21（火）　鹿嶋勤労文化会館
　3/21（水）　県水戸合同庁舎
時　間（両日とも）
　○面接会対策事前セミナー（事前予約制）
　　12:30 ～ 13:15（受付 12:00 ～）
　○面接会（予約不要）
　　13:30 ～ 15:30（受付 13:00 ～）
対　象　者
　若年者（学生を除く）や離職者等の求職者
参加企業数
　各会場約 20 社
そ　の　他
　○事前セミナーは事前申込が必要です。
　　申込先は株式会社キャリアプラス（☎ 029-212-3305）
　○参加予定企業等の最新情報は【元気いばら
　　き就職面接会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ】でご確認ください。
　　http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/syoukou/rosei/
　　h23mensetu/index.html

『元気いばらき就職面接会』
　　　　　　　   開催のお知らせ
  県労働政策課 雇用促進対策室　 ☎ 029-301-3645問

相続登記はお済みですか月間
茨城司法書士会　☎ 029-225-0111問

　2月の1ヵ月間を相談期間とし、相続登記に
関する相談を各司法書士事務所に置いて無料
で実施します。
期　　間　H24.2月の1ヵ月間
　　　　　（土・日・祝日を除く）
相談内容　相続登記に関する相談
場　　所　県内の各司法書士事務所
そ  の  他　申込みは各司法書士事務所です。
　　　　　( 要事前予約 )　

【藩校サミット】
日　時　2/18（土）　13:00 ～ 16:30
場　所　水戸芸術館コンサートホール・ACM劇場
内　容
　記念講演会
　　漢字文化と藩校教育に関する講演を行います。
　　Ⅰ  德川恒孝 氏（德川宗家第 18 代当主）
　　Ⅱ  石川忠久 氏（元二松学舎大学学長）
　　Ⅲ  德川斉正 氏（水戸德川家第 15 代当主）
　素読発表
　　「弘道館記」（一般参加者による発表）
　　「偕楽園記」（小学生による発表）

☆同時開催
『水戸藩 !味な城下町まつり』
　○旧水戸藩領内の自治体が、地場産品を活用
　　し自慢の「味な料理」を提供・販売します。
　○各地で人気の高い物産品や地酒などを販
　　売します。
　日　時　2/18（土）  9:30 ～ 15:00（雨天決行）
　場　所　水戸芸術館広場
　
【視察研修】
日　時　2/19（日）　※定員制
視察先　弘道館、偕楽園、徳川ミュージアム
　　　　西山荘、水戸徳川家墓所など
※詳細は、実行委員会事務局までお問い合わ
　せください。

『全国藩校サミット in 水戸』開催
全国藩校サミット in 水戸実行委員会事務局　　☎ 029-240-5890問
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健康カレンダー （２/３～３/３まで掲載）

鉾田保健センター 
旭 保 健 センター 
大洋保健センター 

問

市立図書館休館日2月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29

休館日

一般相談（13：00～15：00）
2日前までに予約

弁護士相談（10：45～15：00）
予約制

心配ごと相談
旭 鉾田 大洋

2月 23（木）
旭学供施設

9（木）
大洋公民館

3月 8（木）
社協本所

22（木）
大洋公民館

行政相談  （定例）

市役所総務課秘書室
☎33－2111（内線1211）

問

とき　2/8（水）　17：00～19：00
　　　　　  鉾田中央公民館

つくば（9：00～21：00） ☎029－852－9999
大　阪（24時間対応）　　 ☎072－727－2499
日本中毒情報センター http://www.j-poison-ic.or.jp/

中毒110番

毎日（20：00～23：00） ☎0299－82－3817
鹿嶋市宮中1998-2  鹿島保健センター内

夜間小児救急診療所

毎日（18：30～23：30）
日曜日・祝日・年末年始（9：00～17：00）
☎029－254－9900（短縮ダイヤル＃8000）

茨城子ども救急電話相談

電話案内（24時間対応） ☎029－241－4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

茨城県救急医療情報システム

鉾田警察署 ☎34－0110
鉾田消防署 ☎34－0119
旭 出 張 所 ☎34－4119
大洋出張所 ☎34－5119
火災情報テレホンサービス ☎32－2119

一般の問合せ

医 療 機 関 案 内

警察・通報　110
火災・救急　119

火 災 ・ 緊 急

　　防災無線を聞き逃した時は
防災無線テレホンサービス ☎34－8770
 ☎34－8771

納税カレンダー
固定資産税 4期

納期限
2/29（水）

国民健康保険税 8期

介護保険料 6期

後期高齢者医療保険料 8期

精神保健事業
事業名 場所（時間） 2月

デイケア 鉾　田
（9：30～11：30） 3・10・17・24・3/2（金）

フリークラブ 大　洋
（9：30～15：00）

6・13・20・27（月）
（事前申込制）

事業名 場所（項目） 2月

乳児健診 鉾　田 15（水）
（H23．10生）

育児相談
旭 21（火）

鉾　田 15（水）
大　洋 7（火）

幼児
健康診査 鉾田

1歳半健診 17（金）
（H22.7 生）

2歳児歯科検診
3(金）

（H21.7 生）
3/2（金）

（H21.8 生）

3歳児健診 16（木）
（H20.10 生）

機能回復
訓練

（リハビリ）

旭 8・15・22（水）
鉾　田 2・9・23・3/1（木）
大　洋 3・10・24・3/2（金）

休日診療
電話番号 2月

ハタミ病院 33-3158 5・26
北浦整形外科 33-2136 11
鉾 田 病 院 32-3313 12
高 須 病 院 33-2131 19

市役所総務課秘書室
☎33－2111（内線1211）

問

市民と市長の朝市トーク

とき　2/6（月）旭総合支所
　　　3/5（月）鉾田市役所
※時間は8：15～9：15

鉾田市メール配信サービス
□インターネット（HPへアクセスして登録）
 https://service.sugumail.com/hokota/member/
 □携帯電話（次のアドレスへ空メールを送信し、登録確認 
 メールが届いてから画面の指示に従って登録してください。）  

                                       t-hokota@sg-m.jp

☎33－3691
☎37－1411
☎39－4866

鉾田市社会福祉協議会
　　　　鉾田本所　
　　　　旭  支  所　
　　　　大洋支所　

問
☎32－5831
☎37－3571
☎34－5200

ひばりくん防犯メール
 □携帯電話（次のアドレスへ空メールを送信し、登録確認 
 メールが届いてから画面の指示に従って登録してください。）  

add@mail1.police.pref.ibaraki.jp　　　　　

市役所健康増進課　☎33－2111（内線1533）問

農業用使用済プラスチックなどの収集
市役所産業経済課　☎33－2111（内線1166）問

旭 鉾田 大洋
塩　ビ 2/28（火）2/15（水）
ポ　リ 2/14（火）2/22（水）2/7（火）
搬入時間　　9:00 ～ 12:00 まで

市の木　サクラ 市の鳥　ウグイス市の花　ヒマワリ

　1 月10日に行われた朝市トークでは、上水道
の整備や都市計画のことが話題となりました。

パパママのための小児救急講座

■献血にご協力ください。

問　  鉾田保健センター   ☎ 33-3691     旭保健センター   ☎ 37-1411
　　  大洋保健センター   ☎ 39-4866

申請期間　2/13 （月）～ 29（水）
　市社会福祉協議会では、母子・父子家庭児童
の保護者及び両親のいない児童の養育者に対し
て、小学校入学準備に伴う学用品購入経費の一
部について援助を行います。
対 象 者　市内に住所を有する
　　　　　①母子・父子家庭児童の保護者
　　　　　②両親のいない児童の養育者

　　　　　※H24.2.1現在
申請方法　 市内幼稚園、保育園（所）に配布し

てある申請書に必要事項を記入のう
え社会福祉協議会へ申請

祝金の額　 新入学児童1人につき、5,000円
受取場所　 決定通知書に記載

小学校新入学児童に祝金をお贈りします
【母子・父子等対策（新入学児童祝金支給）事業】

問　市社会福祉協議会　鉾田本所　☎ 32-5831
　　　　　　　　　　　 旭　支所　 ☎ 37-3571
　　　　　　　　　　　 大洋支所　 ☎ 34-5200

　～お子さんを守るために、
　　　　　　　　パパママが知っておきたいこと～
　子育て中のパパママにとって、お子さんの病気やケガは気がかり
なものです。また、災害がおこったら、お子さんといっしょにどう
すればいいか不安です。お子さんに急な発熱、下痢、吐いたり、け
いれん、ケガ、災害など、いつもと違うことが起こった場合、何を
すればよいか、普段、何を備えておけばよいか学んでみませんか？

日　時 内　容

2/28（火）
10:00 ～ 11:30
（受付 9:30 ～）

●子どもに多い救急と症状の手当て、
　救急外来受診のポイント等
●鉾田市の防災について

3/12（月）
10:00 ～ 11:30
（受付 9:30 ～）

●災害時の非常食ってどんなものが
　あるの？　調理法の紹介と試食
●災害時の心構えと準備物

場　　所　鉾田保健センター
対　　象　鉾田市に在住の 2歳位までのお子さんを
　　　　　もつ保護者の方（定員20名になり次第締切）
申込方法　電話又は窓口にてお申込ください。
　　　　　※希望の方は先着 10 名まで託児あり
　　　　　※子連れ参加可

小学校新入学児童に祝金をお贈りします
【母子・父子等対策（新入学児童祝金支給）事業】

問　市社会福祉協議会　鉾田本所　☎ 32-5831
　　　　　　　　　　　 旭　支所　 ☎ 37-3571
　　　　　　　　　　　 大洋支所　 ☎ 34-5200

　21世紀を真に「人権の世紀」とするため、
基本的人権尊重の精神を高め、豊かな人権感覚
を養い、市民一人ひとりが自分自身の問題とし
て人権問題を正しく理解するとともに、人権意
識の高揚を図るため講演会を開催します。
　皆様お誘い合わせのうえ、多数のご参加をお
待ちしています。

演　題　
　「目が見えない」これが私の個性です
　講師　田中 玲子 氏（声楽家・ソプラノ歌手）
日　時
　3/2（金）　開演18:15 ～（開場17:15）
場　所
　大洋公民館　大集会室
定　員
　 300名（先着順・事前申込み不要・入場無料）

「人権・同和問題講演会」開催
問　市教育委員会 生涯学習課　 ☎ 37-4342
    市役所社会福祉課　　　 　 ☎ 32-2111（内線 1561）

2/10 （金）   9:30 ～ 11:30
13:00 ～ 15:30 旭総合支所

2/15 （水）   9:30 ～ 11:00 大洋保健センター


